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一般会計　61億4,241万2千円
　平成17年３月10日に招集された第３回定例会は、議案29件、承認１件、決議１件をそれぞれ審議

し、一般質問は12名が登壇した。

　本定例会は予算議会のため、議長を除く全議員による予算審査特別委員会が設置され、各議案に対

し議論を交わし３月25日の本会議にて可決、成立した。

第３回　定　例　会
（３月10日～３月25日）

平成17年度　予　算　可　決
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　４月４日から６日にかけてキャンプ・ハンセン内で発生した山火事を受け、４月11日に臨時会を開

き、意見書、抗議決議、要請決議をそれぞれ全会一致で可決し、関係機関へ強く抗議、要請を行った。

キャンプ・ハンセン内の山火事に対する抗議決議全会一致で可決

キャンプ・ハンセン内の山火事に対する抗議決議

　平成17年4月4日金武町のキャンプ･ハンセン内レンジ2付近で不発弾による原野火災が発生

した。焼失は､約180haに及ぶ膨大な面積であり復帰後3番目に大きく、今年3月以降に3件目

である。この様な火災は､復帰後380件を数え、頻繁に発生している。2昼夜に跨る火災は､町

民を極度の恐怖と不安に陥れた。のみならず、生態系を破壊し緑の再生は愚か赤土に因る金武

湾の汚染が現実のものとして迫ってきている。

　金武町議会は､キャンプ･ハンセン内の火災をはじめ、基地から派生する事件･事故に対して

再三､抜本的対策を要求して厳しく抗議を繰り返して来たいきさつがある。しかしながら現実

は旧態依然のままであり、馬の耳に念仏である。

　平成９年９月18日には民間地域への延焼を防ぐため､金武地区消防から、　消防車が出動し

ている。この年12月９日には14件目の発生であり､復帰後135件を数える。今回、金武地区消

防本部は、民間地域への拡大を恐れて消防車を、出動させ警戒した。しかし、町民の不安を払

拭するものではない。仏の顔も三度まで、米軍及び政府の無神経さに怒りが増幅するだけであ

る。米軍及び政府は、町民に忍従を強いることなく､直ちに原因の除去に努め、実効性のある

対策を講じ､基地被害に喘ぐ町民に真摯に応える責務がある。

　よって、本町議会は、町民の生命・財産、自然環境を守る立場から、渾身の怒りを込めて抗

議し､下記事項の早期実現を強く要求する。

記

１．火災の原因を明確にすること

１．消火体制を徹底すること

１．山林原野の緑の再生に特段の努力をすること

１．不発弾を撤去すること

１．上記４項目に対し文書で2005年5月末日まで回答すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年4月11日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県金武町議会

各決議文のあて先は次のとおり

意 見 書：内閣総理大臣、外務大臣、防衛庁長官、

　　　　　防衛施設庁長官、特命全権大使（沖縄

　　　　　担当）、那覇防衛施設局長

抗議決議：駐日米国大使、在日米軍司令官、在沖

　　　　　米国総領事、在沖海兵隊バトラー基地

　　　　　司令官

要請決議：沖縄県知事、沖縄県議会議長
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暫定使用に対する抗議決議

都市型訓練施設の暫定使用に対する抗議決議

　本町伊芸地区のレンジ４に於いて、米国陸軍により建設が行われている「都市型訓練施設」

は、住民の生活圏から至近距離にありその施設の建設に対しては、今日まで述べ１万人が「建

設反対」を訴えて、早朝の抗議行動を継続している事は、広く本町民の認知するところである。

　しかしながら、訓練施設はほぼ完成しており、今、現実の問題として、実弾訓練に伴う住民

への危険が目前に迫り、嫌がおうにも“恐怖心”が地域住民の生活に重くのしかかり、ストレ

スの増大は顕著である。

　本町は従来より「キャンプ・ハンセン内の基地施設強化」につながる行為に対しては、決し

て「認めることができない」旨の決議を繰り返し、米国政府に訴えてきた経緯がある。今回の

レンジ４での都市型訓練施設に対しても「伊芸地区の基地の返還」を本町議会に於いて全会一

致で決議し、米国政府に訴えてきた。

　これらの経緯から日米両政府は、訓練施設の移設を合意するに至ったが、米国から提示され

た、実弾による「暫定的な使用」に対しては、住民の声を踏みにじり、訓練施設移設の条件に

する事に対して、さらなる怒りがこみ上げてくるものである。移設自体、伊芸地区の住民にとっ

ては必ずしも納得の行く解決策には至らないものの、危険を回避するという最低限の目的が達

成されると言う認識であった。にもかかわらず、レンジ４の

危険な施設を使用することは、米国政府の良識が疑われる行為で、断じて許されるべきもので

はない。

　「危険」と言う事を認識したからこその、移設では無かったであろうか。暫定的に使用する事

はなんら、住民の不安を払拭出来ないばかりか、怒りを更に増大する結果となる。

　よって、本町議会は町民の生命・財産、生活環境を守る立場から「暫定使用の撤回」「レンジ

４，５Ｆの演習場の廃止」及び、「レンジ４に建設された都市型訓練施設の即時解体及び撤去」を

要求する。

　以上、決議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年５月16日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県金武町議

各決議文のあて先は次のとおり

意 見 書：内閣総理大臣、外務大臣、防衛庁長官、

　　　　　防衛施設庁長官、特命全権大使（沖縄

　　　　　担当）、那覇防衛施設局長

抗議決議：駐日米国大使、在日米軍司令官、在沖

　　　　　米国総領事、在沖四軍調整官

要請決議：沖縄県知事、沖縄県議会議長

　キャンプ・ハンセン内の都市型訓練施設移転問題で、５月16日に臨時会を開き、米軍が求めているレ

ンジ４での暫定使用に反対する意見書、抗議決議及び要請決議をそれぞれ賛成多数で可決し、５月17

日、19日、20日の３日間の日程で関係機関へ決議文の手交を行った。

米軍に対しては、暫定使用の撤回、レンジ４、５Ｆの演習場廃止、レンジ４に建設された施設の即時解

体・撤去を求めた。
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少
子
化
に
つ
い
て

本
町
の
少
子
化
の
現
状
は

　
　神

里
議
員　

少
子
化
が
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
本

町
の
現
状
は
。

町
長　

昭
和
五
十
年
の
四
歳
児

以
下
の
児
童
数
は
、
千
六
十
二

人
で
平
成
七
年
に
は
五
百
四
十

二
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
七

年
度
以
降
こ
の
十
年
間
は
横
這

い
状
態
で
あ
る
。

神
里
議
員　

国
で
は
、
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
保
育
所
の

待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
、
児
童
手

当
の
支
給
対
象
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
が
、
本
町
の
少
子
化
歯

止
め
策
は
？

町
長　

こ
れ
ま
で
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
事
業
の
拡
充
、
町
立
保

育
所
の
充
実
、
母
子
保
健
事
業
、

子
供
の
健
全
育
成
環
境
の
形
成

等
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て

き
た
。
今
後
も
支
援
事
業
を
充

実
し
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

神
里
議
員　

現
在
、
保
育
所
の

待
機
児
童
数
は
？

保
健
福
祉
課
長　

現
在
ゼ
ロ
で

あ
る
。

神
里
議
員　

少
子
化
が
進
ん
だ

場
合
、
人
口
が
減
少
す
る
と
同

時
に
、
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に

よ
っ
て
若
者
へ
経
済
的
負
担
が

重
く
な
る
が
、
町
長
は
少
子
化

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長　

平
成
十
六
年
度
中
に
策

定
さ
れ
る
次
世
代
育
成
行
動

計
画
等
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
、

団
体
等
と
の
連
携
の
も
と
、
諸

事
業
を
実
施
し
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

学
校
内
の
危
機
管
理
体
制
は

　
　
　
　

確
立
し
て
い
る
か

神
里
議
員　

全
国
的
に
学
校
内

に
お
け
る
殺
傷
事
件
が
相
次
い

で
い
る
が
、
危
機
管
理
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

全
職
員
の
共
通
理
解

の
も
と
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
緊
急
時
に
対
応

す
る
体
制
を
と
り
、
児
童
生
徒
、

職
員
に
よ
る
不
審
者
侵
入
に
関

す
る
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。

神
里
議
員　

嘉
芸
小
学
校
は
集

落
か
ら
離
れ
、
事
件
・
事
故
の

危
険
性
が
心
配
さ
れ
る
が
、
安

全
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

高
学
年
の
児
童
が
班

長
と
な
っ
て
の
団
体
登
校
、
下

校
時
は
、
校
長
、
教
頭
が
校
門

前
で
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。
地

域
の
方
と
は
情
報
交
換
を
行
い
、

緊
急
事
態
発
生
時
の
連
絡
体
制

確
立
の
た
め
、
伊
芸
・
屋
嘉
両

区
の
関
係
者
、
学
校
関
係
者
で

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
雇
用
対
策
に
つ
い
て

神里　幸雄 議員

東　 寛 治 議員

町長

十
年
間
横
這
い

教育長

訓
練
等
を
実
施

町長

条
例
規
定
の
と
お
り

今
後
も
堅
持

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

公
有
財
産
に
対
す
る

　
　

権
利
と
利
益
の
保
全
は

東
議
員　

市
町
村
合
併
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
協
議
、
検
討
、

調
査
の
経
緯
と
結
果
は
。

町
長　

平
成
十
五
年
十
一
月

二
十
八
日
に
沖
縄
県
北
部
地

区
合
併
調
査
研
究
会
を
設
置
し
、

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
ま

で
に
六
回
開
催
、
内
容
は
財
政

産
業
、
公
共
施
設
整
備
状
況
等

を
調
査
、
報
告
を
し
て
い
る
が

そ
の
後
の
進
展
は
な
い
。

東
議
員　

合
併
と
関
連
し
た
本

町
財
政
の
将
来
予
測
は
。

町
長　

地
方
交
付
税
等
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
財
政
事
情
は
厳

し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
、
今
後
、

行
財
政
改
革
等
を
行
い
安
定
的

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

一　

般　

質　

問

不審者侵入訓練（金武小学校）
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東
議
員　

合
併
に
関
連
し
て
、

旧
慣
条
例
で
定
め
る
公
有
財
産

に
対
す
る
権
利
と
利
益
の
保
全

に
つ
い
て
の
基
本
方
針
は
。

町
長　

町
公
有
財
産
の
各
財
産

管
理
会
等
へ
の
権
利
等
に
つ
い

て
は
、
条
例
規
定
の
と
お
り
今

後
も
堅
持
し
て
い
く
。

農
業
振
興
計
画
と
後
継
者
育
成

及
び
農
業
生
産
の
向
上
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
育
成
の
た
め

　
　

の
行
政
指
導
・
支
援
は

東
議
員　

①
中
核
的
農
業
後
継

者
育
成
の
た
め
の
行
政
指
導
と

行
政
支
援
に
つ
い
て
。

②
基
本
構
想
中
で
定
め
た
農
業

生
産
振
興
基
本
方
針
と
達
成
状

況
に
つ
い
て
。

町
長　

①
行
政
支
援
と
し
て
、

十
五
年
度
よ
り
農
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
、
農
業
技
術
指

導
に
つ
い
て
複
式
簿
記
、
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
、
経
営
改
善
計
画

書
の
作
成
指
導
を
実
施
。
行
政

支
援
策
と
し
て
、
農
業
青
年
ク

ラ
ブ
、
認
定
農
業
者
連
絡
協
議

会
等
の
組
織
育
成
と
農
業
経
営

者
及
び
生
産
技
術
向
上
の
た
め
、

先
進
地
研
修
等
を
実
施
し
て
い

る
。

②
平
成
十
二
年
度
か
ら
目
標

年
次
を
平
成
十
六
年
度
と
し

て
策
定
し
て
い
る
。
主
要
策

目
の
達
成
状
況
は
、
サ
ト
ウ

前 田　 修 議員

町長

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

指
導
を
行
っ
て
い
る

町長

二
百
九
十
五
人
以
上
の

応
募
が
あ
っ
た

町長

各
区
と
調
整
・
検
討
す
る

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

キ
ビ
四
十
六
・
八
％
、
水
稲

九
十
・
〇
％
、
田
芋
九
十
五
・
二

％
、
パ
イ
ン
十
八
・
六
％
、
マ

ン
ゴ
ー
四
十
一
・
四
％
、
花
卉

五
十
二
・
四
％
で
あ
る
。
今
後
、

目
標
値
に
近
づ
け
る
よ
う
栽
培

指
導
や
優
良
品
種
の
導
入
等
を

推
進
し
て
い
く
。

駐
留
軍
等
労
働
者
募
集
に
つ
い
て

駐
留
軍
等
労
働
者

　
　
　
　

の
応
募
者
数
は

前
田
議
員　

五
月
と
十
一
月
の

応
募
者
数
は
何
人
か
。
ま
た
、

男
女
別
、
職
種
、
職
場
は
。

町
長　

役
場
か
ら
申
込
書
を
受

け
取
っ
た
方
が
二
百
九
十
五
人

で
あ
っ
た
。
一
昨
年
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
応
募
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の

人
数
が
応
募
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
十
六
年
度
に
お
け
る

金
武
町
在
住
の
就
職
者
は
八
人

で
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
へ

男
三
人
、
女
一
人
の
計
四
人
が

主
な
職
種
は
フ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
採
用
と
な
っ
た
。
キ
ャ

ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
採
用
以
外
の

四
人
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

前
田
議
員　

五
月
に
応
募
し
た

人
は
、
十
一
月
の
応
募
対
象
か

ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
採
用
漏

れ
の
人
は
拾
い
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

定
期
募
集
に
つ
い
て
は

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
翌
年

の
五
月
三
十
一
日
ま
で
有
効
期

限
と
な
っ
て
い
る
。
追
加
募
集

に
つ
い
て
は
十
月
二
十
日
か
ら

十
一
月
十
九
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
翌
年
の
五
月
三
十
一
日

ま
で
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
四
月
、
五
月
に
応
募
さ

れ
た
方
は
十
一
月
に
応
募
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

児
童
公
園
の
遊
具
設
置
に
つ
い
て

児
童
公
園
へ
の

　
　
　

遊
具
の
設
置
は

　
前
田
議
員　

町
内
の
児
童
公
園

は
遊
具
が
乏
し
く
、
遊
び
場
と

し
て
殺
風
景
で
魅
力
も
な
い
と

の
声
が
あ
る
。
安
全
な
資
材
を

使
っ
た
遊
具
を
設
置
す
る
と
か

バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
を
設
置
す

る
な
ど
の
方
法
は
あ
る
と
思
う

が
。

町
長　

現
場
踏
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
各
区
と
調
整
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

十
七
年
度
予
定
の

　
　
　

芸
術
文
化
事
業
は

山
城
議
員　

施
政
方
針
に
於
い

て
優
れ
た
芸
術
や
伝
統
芸
能
を

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

町長

町
民
・
学
校
を

対
象
と
し
た
音
楽
祭

山城　清盛 議員
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ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
利
用

計
画
と
可
能
性
に
つ
い
て

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地

利
用
の
事
業
可
能
計
画
は
。

宜
野
座
議
員　

第
三
次
金
武
町

総
合
計
画
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
整
備
事
業
、
北
部
振
興
に
関

す
る
金
武
町
主
要
振
興
事
業
等
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
計
画
さ
れ
、

な
か
な
か
前
進
を
み
な
い
が
、

事
業
可
能
な
計
画
と
進
捗
率
は
。

町
長　

第
三
次
金
武
町
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、
長
期
滞
在
及

び
定
住
型
施
設
の
整
備
、
ふ
る

鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、
文

化
活
動
の
活
性
化
と
振
興
に
努

め
る
と
あ
る
が
、
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
鑑
賞
公
演
は
。

町
長　

昭
和
六
十
一
年
か
ら
学

校
を
対
象
に
、
青
少
年
小
劇
場

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
平
成

六
年
度
か
ら
は
町
内
外
の
伝
統

芸
能
保
存
会
を
招
聘
し
、
民
俗

芸
能
祭
を
実
施
し
て
い
る
。

山
城
議
員　

町
民
の
芸
術
文
化

に
対
す
る
理
解
と
親
し
む
機
運

を
ど
う
高
め
て
い
る
か
。

町
長　

町
文
化
協
会
に
よ
る
作

品
展
示
・
発
表
、
公
民
館
講
座
、

サ
ー
ク
ル
等
の
作
品
発
表
を
公

民
館
、
役
場
を
始
め
、
各
金
融

機
関
等
へ
展
示
す
る
と
共
に
活

動
場
所
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

山
城
議
員　

自
主
事
業
へ
の
財

政
的
支
援
を
行
う
文
化
庁
提
供

事
業
、
沖
縄
県
提
供
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
十
七
年
度
予
定
の
鑑
賞
事

業
は
。

町
長　

文
化
庁
主
催
事
業
で
あ

る
九
州
民
俗
芸
能
大
会
へ
平
成

十
六
年
度
沖
縄
県
代
表
と
し
て
、

伊
芸
区
の
南
ヌ
島
が
出
演
し
て

お
り
ま
す
。
十
七
年
度
予
定
の

鑑
賞
事
業
は
、
町
民
及
び
学
校

を
対
象
と
し
た
音
楽
祭
を
予
定

し
て
い
る
。

る
。

山
城
議
員　

文
化
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

具
体
的
に
。

教
育
長　

各
種
講
座
、
各
地
区

教育長

延
べ
四
千
四
百
十
九
名

宜野座　栄 議員

町長

リ
ハ
ビ
リ
関
連
施
設
を
計
画

町長

価
値
の
あ
る
も
の
だ
と

考
え
る
。

備
計
画
を
行
っ
て
い
く
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

伊芸区南又島

ギンバル進入路

中
央
公
民
館
の
活
用
に
つ
い
て

十
六
年
度
の
公
民
館

　
　

講
座
の
受
講
者
数
は

山
城
議
員　

十
六
年
度
の
講
座

数
と
受
講
し
た
町
民
の
人
数
と

講
師
の
町
内
・
町
外
の
割
合
は
。

教
育
長　

講
座
数
は
三
十
六
講

座
、
受
講
者
数
は
延
べ
四
千
四

百
十
九
名
で
あ
る
。
講
師
は
町

内
十
三
名
、
町
外
十
八
名
で
あ

公
民
館
サ
ー
ク
ル
等
、
積
極
的

に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。

山
城
議
員　

オ
ー
プ
ン
二
十
周

年
を
迎
え
る
が
、
記
念
行
事
の

予
定
は
あ
る
か
。

教
育
長　

現
在
、
計
画
し
て
い

な
い
。

さ
と
づ
く
り
整
備
事
業
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て

は
、
宿
泊
施
設
、
熱
帯
果
樹
園
、

教
育
施
設
等
の
整
備
要
請
が
あ

り
検
討
し
て
い
る
。
事
業
可
能

な
計
画
と
し
て
は
、
先
端
医
療

施
設
と
し
て
の
健
診
・
治
療
等

施
設
を
始
め
、
リ
ハ
ビ
リ
関
連

施
設
、
保
養
リ
ゾ
ー
ト
関
連
の

長
期
滞
在
施
設
、
健
康
関
連
の

バ
イ
オ
研
究
、
生
産
施
設
等
で

あ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス

の
里
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
者
と

な
っ
て
い
る
。

宜
野
座
議
員　

ギ
ン
バ
ル
入
口
、

軍
用
道
路
の
問
題
解
決
は
。

町
長　

米
軍
、
那
覇
防
衛
施
設

局
等
と
協
議
し
て
き
た
が
、
整

備
に
は
返
還
が
前
提
条
件
と
な

っ
て
お
り
、
返
還
に
合
わ
せ
整

サ
ー
タ
ー
車
の
件
に
つ
い
て

サ
ー
タ
ー
車
の
展
示
・
保
存
は

価
値
の
高
い
も
の
と
考
え
る
が

　
宜
野
座
議
員　

サ
ー
タ
ー
車
は
、

歴
史
的
に
果
た
し
て
き
た
役
割

は
大
き
い
。
サ
ー
タ
ー
車
の
展

示
・
保
存
は
教
育
的
・
文
化
的

に
も
価
値
の
高
い
も
の
と
考
え
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外間現一郎議員

町長

適
正
化
条
例
に
基
づ
き

考
え
る
。

る
が
、
町
長
は
ど
う
と
ら
え
て

い
る
か
。

町
長　

昔
か
ら
、
沖
縄
農
業
に

対
し
て
果
た
し
て
き
た
役
割
は

大
き
い
旨
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
面

か
ら
も
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

宜
野
座
議
員　

町
ま
つ
り
へ
の

協
力
者
に
対
し
て
、
行
政
は
誠

仲　間　 清 議員

町長

行
財
政
需
要
等
を

勘
案
し
検
討

町長

十
七
年
度
で
対
応

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

町長

再
度
要
請
す
る

意
を
も
っ
て
感
謝
と
指
導
、
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
様
な
認
識
を
も
っ
て
い
る

か
。

町
長　

町
ま
つ
り
協
力
者
へ
は

感
謝
し
て
い
る
。
指
導
支
援
に

つ
い
て
は
個
人
に
か
か
る
問
題

で
あ
り
、
町
と
し
て
は
対
応
で

き
な
い
。

行
政
施
設
等
の
状
況
に
つ
い
て

行
政
施
設
が
散
在

　

し
て
い
る
が
改
善
策
は

　
仲
間
議
員　

行
政
施
設
等
が
散

在
し
、
町
民
へ
不
便
と
負
担
を

き
た
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、

ど
の
様
に
認
識
し
、
改
善
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

行
政
施
設
に
つ
い
て
は
、

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

一
カ
所
に
集
中
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

は
、
財
政
面
と
経
費
的
に
大
き

な
課
題
で
あ
る
た
め
老
朽
化
に

伴
う
改
築
時
期
等
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
各
種
事
業
と
の
行
財

政
需
要
等
を
勘
案
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

街
灯
設
置
に
つ
い
て

嘉
芸
小
か
ら
屋
嘉
十
四
班

　

向
け
国
道
沿
い
に

　
　
　
　
　

街
灯
設
置
を

　
仲
間
議
員　

嘉
芸
小
学
校
か
ら

屋
嘉
十
四
班
ま
で
の
国
道
沿

い
の
区
間
は
、
日
常
生
活
道
路

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

街
灯
が
な
く
危
険
な
状
況
で
あ

る
。
事
件
・
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
、
早
急
に
街
灯
設
置
を

求
め
た
い
が
。

町
長　

同
区
間
は
、
平
成
十
七

年
二
月
に
沖
縄
電
力
の
電
柱
に

五
基
設
置
し
て
い
る
。
残
り
の

分
に
つ
い
て
は
、
十
七
年
度
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

 

・
屋
嘉
区
簡
易
水
道
事
業
に
よ

　

る
生
活
飲
料
水
の
安
定
供
給

　

に
つ
い
て

行
政
運
営
方
針

中
川
区
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

見
直
し
の
時
期
だ
と
思
う
が

　
外
間
議
員　

中
川
区
自
治
会
育

成
補
助
金
に
つ
い
て
、
昭
和
六

十
年
に
軍
用
地
の
ア
ッ
プ
率
に

よ
り
交
付
す
る
と
い
う
協
定
が

交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
年

が
経
過
し
見
直
し
の
時
期
だ
と

思
う
が
。

町
長　

中
川
区
へ
の
補
助
金
は
、

補
助
金
の
適
正
化
に
関
す
る
条

例
に
照
ら
し
た
場
合
、
必
要
経

費
に
つ
い
て
補
助
す
べ
き
と
い

う
観
点
か
ら
、
平
成
十
二
年
よ

り
、
改
定
分
の
計
上
は
お
こ
な

わ
ず
、
現
在
の
補
助
金
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
適
正

化
条
例
に
基
づ
き
考
え
て
い
く
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

発
電
所
通
り
へ
の

　
　
　

信
号
機
の
設
置
は

　
外
間
議
員　

発
電
所
通
り
一
帯

は
、
五
百
戸
以
上
の
住
宅
街
、

新
開
地
に
出
入
り
す
る
方
、
発

電
所
従
業
員（
関
連
業
者
含
む
）

の
往
来
等
、
幹
線
道
路
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
信
号
機
・
横
断
歩

道
の
設
置
が
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
り
、
急
を
要
す
る
が
。

町
長　

平
成
十
四
年
一
月
と

十
七
年
一
月
に
、
石
川
警
察
署

へ
信
号
機
の
設
置
を
要
請
し
て

い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
設

置
に
至
っ
て
い
な
い
。
県
警
本

部
で
の
設
置
検
討
箇
所
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
再
要
請
し
て
い

く
。

知名　達也 議員

都
市
型
訓
練
施
設
建
設

　

反
対
の
要
請
に
つ
い
て

都
市
型
建
設

　
　

反
対
要
請
の
反
応
は

　
知
名
議
員　

三
月
七
日
か
ら
八

日
に
町
実
行
委
員
会
が
建
設
反

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

町長

解
決
へ
向
け
て

努
力
す
る
と
の
回
答
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伊藝　武吉 議員

町長

建
設
反
対
を
訴
え
続
け
る

町長

レ
ン
ジ
移
転
を
県
へ

働
き
か
け
て
い
る

仲間　政治 議員

町長

閲
覧
制
度
で
対
応

町長

検
討
し
て
い
な
い

て
い
る
。
現
在
、
各
区
か
ら
各

班
長
へ
流
さ
れ
て
い
る
事
実
が

あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

個
人
情
報
保
護
法
が
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い

た
月
々
の
異
動
者
名
簿
の
提
供

が
困
難
と
な
る
。
今
後
は
、
住

民
基
本
台
帳
法
第
十
一
条
の
閲

覧
制
度
で
対
応
し
て
い
く
。

都
市
型
訓
練
施
設
建
設

　
　
　
　

中
止
に
つ
い
て

代
替
案
は
あ
る
か

　

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

早朝抗議行動

対
署
名
を
携
え
、
要
請
を
行
っ

た
際
の
内
容
と
、
外
務
省
、
防

衛
施
設
庁
の
反
応
は
。

町
長　

レ
ン
ジ
４
は
伊
芸
区
の

住
宅
地
域
に
近
く
、
過
去
に
流

弾
・
被
弾
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
以
上
の
基
地
負
担
は

限
界
で
あ
る
と
訴
え
た
。
町
村

外
務
大
臣
、
山
中
防
衛
施
設
庁

長
官
と
も
に
、
現
在
、
米
国
と

交
渉
中
で
あ
り
問
題
解
決
に
向

け
て
努
力
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
た
。

基
地
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

都
市
型
の
移
設
打
診
が

　
　

あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
か

知
名
議
員　

新
聞
紙
上
で
キ
ャ

ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
の
別
地

点
へ
都
市
型
訓
練
施
設
を
移
設
、

検
討
中
と
あ
る
が
、
打
診
さ
れ

た
場
合
、
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

町
長　

移
設
に
つ
い
て
打
診
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
と
し
て

今
の
段
階
で
は
判
断
で
き
な
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
米
軍
基
地
負
担
の
軽
減
に
つ

　

い
て

・
平
和
行
政
に
つ
い
て

レ
ン
ジ
４
陸
軍
複
合
射
撃

　

訓
練
場
建
設
に
つ
い
て

都
市
型
建
設
に
対
す
る

　
　

今
後
の
取
り
組
み
は

町長

今
の
段
階
で
は
判
断
で
き
な
い

伊
藝
議
員　

①
日
米
両
政
府
の

動
向
、
方
針
、
状
況
等
の
情
報

把
握
に
つ
い
て
。

②
同
施
設
建
設
に
対
し
て
、
町

長
の
今
後
の
取
り
組
み
及
び
政

治
姿
勢
に
つ
い
て
。

③
同
施
設
建
設
現
場
の
状
況
及

び
建
物
の
位
置
、
配
置
形
成
に

つ
い
て
。

町
長　

①
町
実
行
委
員
会
が
上

京
し
て
要
請
を
行
っ
た
際
、
外

務
大
臣
・
防
衛
施
設
庁
長
官
は

と
も
に
米
軍
と
交
渉
中
で
あ
り
、

問
題
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
と
述
べ
て
い
た
。

②
今
後
と
も
日
米
両
政
府
の
動

向
を
見
な
が
ら
同
施
設
の
建
設

反
対
を
訴
え
続
け
て
行
く
。

③
建
設
現
場
の
状
況
、
建
物
の

位
置
、
配
置
に
つ
い
て
は
、
政

府
か
ら
の
説
明
は
受
け
な
い
と

の
方
針
が
あ
る
た
め
、
詳
細
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
の

　

基
地
機
能
強
化
に
つ
い
て

今
後
の
基
地
諸
問
題
、

　

在
日
米
軍
再
編
へ
の

 　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

　
伊
藝
議
員　

地
元
町
民
が
知
ら

ぬ
間
に
、
次
々
と
キ
ャ
ン
プ
・

ハ
ン
セ
ン
内
射
撃
場
は
基
地
機

能
が
集
中
的
に
強
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
町
長
は
ど
の
様
に
対

応
、
施
策
、
今
後
の
基
地
諸
問

題
、
在
日
再
編
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
施
政
を
伺
い
た
い
。

町
長　

米
軍
再
編
に
伴
う
基
地

負
担
軽
減
等
に
つ
い
て
は
、
各

レ
ン
ジ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
実

弾
射
撃
演
習
の
頻
度
を
減
ら
す

と
同
時
に
住
宅
地
域
か
ら
離
れ

た
場
所
へ
の
レ
ン
ジ
移
転
を
県

へ
働
き
か
け
て
い
る
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

個
人
情
報
の
適
正
な

　
　
　
　

取
扱
に
つ
い
て

区
民
台
帳
の
基
に
な
る

資
料
提
供
の
今
後
の
対
応
は

　
仲
間
議
員　

各
区
と
の
関
係
に

お
い
て
、
個
人
情
報
が
住
民
課

を
通
し
て
流
さ
れ
、
区
民
台
帳

の
作
成
に
有
力
な
も
の
と
な
っ
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教育長

保
存
・
展
示
を

　
　

目
的
と
し
て
い
る

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

嘉数　義光 議員

町長

漁
協
と
調
整
・
検
討

仲
間
議
員　

今
日
ま
で
反
対
運

動
を
展
開
し
て
い
る
中
で
、
し

ば
し
ば
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
る

発
言
は
、
根
拠
が
あ
っ
て
の
こ

と
か
。
ま
た
、
今
後
も
中
止
の

み
を
訴
え
る
の
か
、
他
に
代
替

案
が
あ
る
の
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
政
府
高
官

は
、
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力

す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
先

日
、
町
実
行
委
員
会
が
上
京
し

た
際
、
外
務
大
臣
・
防
衛
施
設

庁
長
官
は
と
も
に
、
米
国
と
交

渉
中
で
あ
り
解
決
に
向
け
努
力

し
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

代
替
案
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
な
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
廃
棄
物
処
理
場
建
設
と
地
域

と
の
合
意
形
成
に
つ
い
て

・
情
報
公
開
に
つ
い
て

・
軍
用
道
路
の
側
溝
に
つ
い
て

水
産
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

　
　

技
術
指
導
員
の
配
置
は

　
嘉
数
議
員　

①
施
政
方
針
に

魚
類
養
殖
試
験
施
設
を
活
用
し
、

養
殖
技
術
研
究
に
努
め
る
と
あ

る
が
、
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
技

術
指
導
員
を
配
置
す
る
考
え
は
。

②
現
在
、
仮
施
設
で
海
ぶ
ど
う

養
殖
を
試
験
栽
培
し
て
い
る
魚

家
が
い
る
が
、
仮
施
設
は
軽
量

資
材
で
強
風
の
た
び
手
直
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
施
設
の
建
設

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
計

画
は
。

町
長　

①
魚
家
の
養
殖
技
術
向

上
を
図
る
た
め
、
ス
ギ
、
タ
マ
ン
、

ヤ
イ
ト
ハ
タ
な
ど
の
養
殖
を
実
施

し
、
配
置
に
つ
い
て
は
県
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
漁
協
と
調
整
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
敷
地
は
県
管
理
で
あ
る
た
め
、

建
設
は
港
湾
法
に
抵
触
す
る
た

め
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在

は
一
時
的
な
利
用
と
し
て
使
用

し
て
い
る
。
敷
地
が
り
利
用
で

き
る
よ
う
県
に
要
請
し
、
今
後

は
技
術
確
立
が
さ
れ
れ
ば
、
県

補
助
事
業
を
導
入
し
建
設
を
漁

協
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

文
化
行
政
に
つ
い
て

文
化
資
料
の
収
集
目
的
は

嘉
数
議
員　

①
町
民
か
ら
寄
贈

等
の
あ
っ
た
文
化
資
料
は
何
点
か
。

②
収
集
の
目
的
は
。

③
収
集
し
た
資
料
は
保
存
だ
け

で
な
く
、
定
期
的
な
展
示
事
業

も
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

①
約
二
千
点
で
す
。

②
貴
重
な
歴
史
的
資
料
と
し
て
、

保
存
、
展
示
を
目
的
と
し
て
い

る
。

③
町
資
料
展
示
室
に
お
い
て
は

常
設
展
示
を
行
い
、
年
度
内
に

収
集
し
た
資
料
は
町
ま
つ
り
で

展
示
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
整
備
事
業

　

に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
に
つ
い
て

小波津　隆 議員

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
・
管
理

の
改
善
へ
向
け
た
進
捗
状
況
は

　
小
波
津
議
員　

本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
そ
の
後
の
運
用
、
管
理

の
改
善
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
担
当
者
が
更
新
を
行
っ

て
い
た
が
、
各
課
と
の
調
整
関

係
で
更
新
が
遅
れ
が
ち
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
職
員
の
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
連
絡
体
制

を
図
っ
た
結
果
、
日
程
表
、
行

事
予
定
、
お
知
ら
せ
等
に
つ
い

て
早
く
更
新
が
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
改
善
に
つ
い
て
は
、

今
後
は
、
各
課
で
更
新
出
来
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
い
。

議
会
広
報
に
つ
い
て

一
般
質
問
等
の
ネ
ッ
ト
検
索

　

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は

小
波
津
議
員　

議
会
の
一
般
質
問

等
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
本
町
で
も
導
入
し
て
は
。

町
長　

議
会
事
務
局
の
事
務
分

掌
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
隣
村

で
は
議
会
事
務
局
へ
予
算
計
上

し
、
一
般
質
問
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

あ
る
。

小
波
津
議
員　

導
入
で
き
る
素

地
は
あ
る
と
考
え
て
い
い
か
。

総
務
課
長　

町
長
あ
る
い
は
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
方
向
の
検
討
は
や
っ
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

町長

各
課
で
更
新
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
い

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

総務課長

検
討
す
る
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議案番号 件　　　　　　　名 議決結果

議案第８号 平成17年度金武町一般会計予算 原案可決

議案第９号 金武町財政調整基金の処分について 原案可決

議案第10号 平成17年度金武町有線放送電話事業特別会計予算 原案可決

議案第11号 金武町有線放送電話事業財政調整基金の処分について 原案可決

議案第12号 平成17年度金武町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第13号 金武町国民健康保険事業財政調整基金の処分について 原案可決

議案第14号 平成17年度金武町老人保健特別会計予算 原案可決

議案第15号 平成17年度金武町水道事業会計予算 原案可決

議案第16号 平成17年度金武町屋嘉地区簡易水道事業会計予算 原案可決

議案第17号
金武町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例について
否　　決

議案第18号
金武町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一

部を改正する条例について
否　　決

議案第19号
金武町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例について
否　　決

議案第20号
金武町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例について
原案可決

議案第21号
金武町農業委員会の委員の定数及び選挙に関する条例の一部を改正

する条例について
原案可決

議案第22号
金武町情報公開及び個人情報保護制度審議会設置条例を廃止する条

例について
原案可決

議案第23号 金武町課設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第24号
職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例につ

いて
原案可決

議案第25号
沖縄県市町村自治会館管理組合を組織する市町村の数の減少につい

て
原案可決

議案第26号 金武町青少年問題協議会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第27号 災害弔慰金の支給等に関する条例を廃止する条例について 原案可決

議案第28号 平成16年度金武町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第29号 平成16年度金武町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第30号 平成16年度金武町老人保健特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第31号 平成16年度金武町有線放送電話事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

平成17年第３回定例会　附議案件処理結果

11

No.101 平成17年6月30日（金武町議会報）



　町議会の本会議は公開されています。議員がどのような会議を行い、町政がどのように進めら

れているかなど町議会の実際を知ることが出来ます。町民多数の傍聴をお待ちしております。

……どなたでも傍聴できますが、固定

傍聴席（30席）の関係から制限さ

れることがありますので、ご了承

下さい。

……委員会の傍聴は、条例により委員

長の許可を得た者が傍聴できるこ

ととなっています。傍聴を希望さ

れる方は、事前に委員長の許可が

必要ですので議会事務局まで申し

出てください。

議 会 傍 聴 の ご 案 内

本会議

委員会

年別傍聴人数

傍　聴　者　数

平成１３年 ３１人

平成１４年 ４３人

平成１５年 ５６人

平成１６年 ５４人

平成１７年 １３人

※17年は５月までの傍聴者数

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果

議案第32号 金武町道路線の廃止について 原案可決

議案第33号 沖縄県介護保険広域連合規約の変更について 原案可決

議案第34号 重要な公の施設の長期独占的な利用について 原案可決

議案第35号
沖縄県町村土地開発公社定款の一部改正について議会の議決を求め

る件
原案可決

議案第36号 沖縄県介護保険広域連合の財産処分に関する協議について 原案可決

承認第１号 専決処分の承認について 承　　認

決議第２号 県立北部病院における医療体制の強化に関する要望決議 可　　決

　４月１日付けで人事異動があり、島袋圭一郎の後任として、

上江洲誠が配属になりました。

氏　名 新所属課 旧所属課

島　袋　圭一郎 住　民　課 議会事務局

上江洲　　　誠 議会事務局 住　民　課

人 事 異 動
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